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【目的】気管切開を行った患者の入院生活上の

困難や苦痛を明らかにする。

【方法】耳鼻咽喉科領域において治療を進める

にあたり、浮腫による気道閉塞予防のため一時

的な気管切開を行った患者に対し、入院生活上

の困難や苦痛について半構成的面接を行い質的

に分析した。記述単位を抽出し内容の類似性に

注目しカテゴリ化した。

【結果】面接の対象者は6名、面接時間は平均

12分10秒であった。表出のあった162コードを

まとめて分析した結果、48サブカテゴリ、18カ

テゴリに分類され、さらにそれらは身体的苦

痛・精神的苦痛・社会的苦痛に分類された。身

体的苦痛としては、創痛による［痛み］や［痰

の貯留による呼吸困難感］のほか［気管カ

ニューレ挿入による異物感や不快感］［吸引処

置による呼吸困難感］を感じており、また［不

眠］や［嚥下困難］があった。精神的苦痛で

は、話せない・伝えられないといった［コミュ

ニケーション］に関するもののほか、［吸入の

効果が実感できない］ことや、やり場のない

［鎮痛剤に頼らざるを得ないほどの痛みの存

在］があり、［気管カニューレに関する苦痛や

不安］や［痰のセルフケアができない］［吸引

の間隔があかない］などのストレスの存在が

あった。一方で［退院後のフォローに対する不

安］や［入院の長期化］による不安や悩み、

［治療に対する負担感］の存在があった。社会

的苦痛では、［医療者への遠慮］という入院生

活における医療者と患者の関係性や［他者との

かかわり］という病室におけるコミュニティで

の他者への気遣いが存在していた。

【考察】気管切開を行った患者が抱える入院生

活上の困難は、身体的・精神的・社会的苦痛の

3領域にわたり存在していた。また、身体的苦

痛である痛みは鎮痛剤に頼らざるを得ないやり

場のないつらさという精神的苦痛に影響を及ぼ

していること、入院環境において他者への配慮

という社会的苦痛が存在することが本研究にお

いて明らかとなった。
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